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ハイブリッドアンビル高圧力セルを用いた

偏極・非偏極中性子回折によるマルチフェロイクス研究
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概要： 中性子回折実験は物質の磁気構造を決定する有力な実験手法であるが、X線回折や
電子線回折などに比べて大きな試料が必要である。数万気圧（数GPa）という高圧力下での中
性子回折実験では、試料体積が0.1 mm3以下の微小体積に制限されるため、磁気構造決定だ

けでなく、１つの磁気ブラッグ反射を観測することさえ困難となる場合がある。また、磁性研究や
強相関電子系物理研究では、圧力を印加すると同時に、試料は液体ヘリウム温度、高磁場環
境下におかれる必要があるため、圧力セルはクライオスタットや超伝導マグネットに挿入できる
ようなコンパクトなサイズであることが求められる。
我々は、中性子回折実験用ハイブリッドアンビルセル（HAC）[1]を用いた高圧力下偏極・非偏

極中性子回折による、マルチフェロイクス物質の研究を行っている。本セミナーでは、（１）圧力
誘起巨大強誘電分極を示すTbMnO3の高圧力（5 GPa）、高磁場下（8 T）での非偏極中性子磁
気構造解析[2]、および（２）圧力誘起強誘電相転移を示すCuFeO2の高圧力下中性子３次元偏
極解析[3]の結果を紹介し、非偏極中性子、および偏極中性子を用いた高圧力下実験によって、
磁気構造がどこまで決められるかについて議論する。
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